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道徳の教科書採択手順が
変 更 さ れ た 理 由 は

一 層 適 正 化 す る た め の
改善を図ることが目的である

学
校
の
避
難
所
運
営
組
織
と
し
て

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を

活

用

す

る

考

え

は

多

く

の

学

校

に

広

が

る

よ

う

積
極
的
な
連
携
を
支
援
し
て
い
く

　▲道徳授業の様子

一般質問・常任委員会・特別委員会

杉
村

康
之

議
員（
民
進
）　
市
の

避
難
所
運
営
の
組
織
づ
く
り
に
は
、

地
域
か
ら
意
識
の
機
運
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
き
っ
か
け
が
必
要
だ
と

思
う
。
そ
こ
で
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
地
域
住
民
と
共
有
し
、

地
域
の
人
を
学
校
の
鍵
が
入
っ
た

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
者
と
し
て

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
入
す
る
こ
と

が
、
組
織
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

し
て
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

行
政
管
理
部
長
　
同
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
共
有
が
第
一
歩
と
な
る
こ
と
か

ら
、
適
切
な
機
会
を
捉
え
、
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
熊
本
地
震
な
ど
に
お
い
て
、

地
域
の
避
難
所
運
営
協
議
会
が
な

い
学
校
で
は
、
避
難
所
の
運
営
を

請
け
負
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
っ
た
た
め
、
運
営
組
織
に
つ
い

て
は
、
学
校
を
支
援
す
る
方
が
集

ま
る
ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
を
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
　
一
部
の
学
校
で
は
、

児
童
・
生
徒
が
参
加
す
る
地
域
防

災
訓
練
等
を
同
協
議
会
と
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
今
後
も
多
く
の

学
校
に
広
が
る
よ
う
積
極
的
な
連

携
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
く
。

他 

い
わ
ゆ
る
コ
ン
サ
ル
に
つ
い
て

服
部

ひ
と
み

議
員（
共
産
）　
平

成
29
年
８
月
の
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
、
30
年
度
の
道
徳
の

教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
が
、
既
に

臨
時
会
が
非
公
開
で
開
催
さ
れ
、

採
択
の
教
科
書
を
選
定
し
て
い
た

と
聞
く
。

　
な
ぜ
、
市
は
採
択
の
手
順
を
変

更
し
た
の
か
理
由
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
手
順
の
変
更
は
、
協

議
と
審
議
の
場
を
分
離
し
、
採
択

を
一
層
適
正
化
す
る
た
め
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

議
員
　
非
公
開
の
理
由
が
教
科
書

採
択
の
適
正
化
で
あ
る
な
ら
ば
、

選
定
の
過
程
に
こ
そ
透
明
性
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
。
協
議
と
採
択

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

が
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
に
問
題
が

あ
っ
た
の
か
。

教
育
部
長
　
教
育
委
員
会
と
し
て

従
来
の
手
順
を
否
定
し
た
も
の
で

は
な
く
、
臨
時
会
で
協
議
、

定
例
会
で
審
議
と
し
た
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

丁
寧
な
審
議
が
行
わ
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

他 

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
法「
改

正
」に
よ
る
影
響
か
ら
高
齢
者

を
守
る
た
め
に

常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

第
69
号
議
案

府
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
73
号
議
案

建
物
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

第
71
号
議
案

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
改

修
工
事
請
負
契
約

第
72
号
議
案

電
線
類
地
中
化
事
業
の
施
行
に
伴
う
譲
渡
設
備

を
活
用
し
た
電
線
共
同
溝
工
事
等
の
委
託
に
関

す
る
平
成
29
年
度
協
定（
Ｅ
―
朝
日
町
通
り
他
―

29
）の
変
更
に
つ
い
て

建
設
環
境
委
員
会

文

教

委

員

会

　
主
な
変
更
内
容
と
し
て
、「
平
成
29
年
４
月
に
締

結
し
た
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と
の

協
定
に
お
い
て
、
府
中
市
全
域
で
進
め
て
い
る
街
路

灯
・
公
園
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
等
事
業
に
合
わ
せ
、
電

線
類
地
中
化
事
業
で
設
置
す
る
街
路
灯
に
つ
い
て
も

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

協
定
金
額
の
変
更
を
行
う
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
協
定
金
額
の
増
額
分
に
つ
い

て
は
、
街
路
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当

初
の
設
計
を
見
直
す
も
の
な
ど
で
あ
る
」等
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
工
事
中
の
歩
道
の
安
全
に
関
し
て
、

地
元
の
方
か
ら
の
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
意
見
が
あ
っ

た
た
め
、
今
後
、
植
栽
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
配
慮
を
お
願
い
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
南
町
６
丁
目
32
番
地
に
お

い
て
、
郷
土
の
森
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
改
修
工

事
を
施
工
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
株
式
会
社
五
藤
光
学
研
究

所
と
契
約
金
額
４
億
６
０
８
万
円
で
仮
契
約
を
締
結

し
、
工
期
は
平
成
30
年
４
月
27
日
ま
で
で
あ
る
」「
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
式
全
天
周
映
像

シ
ス
テ
ム
等
を
設
置
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
新
た
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

宣
伝
方
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用

し
、
工
事
期
間
中
か
ら
市
民
の
方
や
市
外
の
方
に
対

し
て
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」等

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
工
事
を
無
事
故
で
終
え
、
30
年
５

月
に
開
設
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
す
る
」「
今
ま
で

活
躍
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
、
何
か
残

す
こ
と
を
要
望
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
宮
町
１
丁
目
１
番
地
の
建

物
を
京
王
電
鉄
株
式
会
社
へ
無
償
譲
渡
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
移

転
及
び
建
物
の
用
途
廃
止
に
伴
う
、
敷
地
の
返
還
に

当
た
っ
て
は
、
返
還
に
必
要
な
原
状
回
復
が
構
造
上

困
難
で
あ
り
、
同
社
が
駅
舎
と
建
物
を
一
体
的
に
管

理
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
無

償
譲
渡
と
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
当
初
は
有
償
譲
渡
を
想
定
し

て
い
た
が
、
建
物
が
駅
舎
に
直
結
を
し
て
い
る
と
い

う
特
殊
性
が
あ
り
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
、
無
償
で
あ
っ
て
も
譲
渡
し
、

同
社
が
将
来
に
わ
た
っ
て
駅
舎
と
一
体
で
管
理
す
る

べ
き
と
考
え
る
」「
建
物
に
つ
い
て
は
、
約
１
５
０

０
万
円
の
価
値
が
残
っ
て
い
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
」

「
府
中
駅
改
札
口
北
側
の
旧
駅
務
室
の
一
部
が
新
た

に
市
で
利
用
で
き
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
、
い
わ
ゆ
る
「
わ

が
ま
ち
特
例
」
の
対
象
と
な
る
資
産
が
拡
充
さ
れ
た

こ
と
や
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置

の
適
用
期
限
の
延
長
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
家
庭
的
保
育
事
業
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
に
つ
い

て
、
保
育
の
受
け
皿
の
整
備
促
進
の
観
点
か
ら
、
納

税
者
の
税
負
担
が
最
も
軽
減
さ
れ
る
３
分
の
１
と
定

め
る
」「
市
民
緑
地
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
い
て
は

配
慮
す
べ
き
特
段
の
事
由
が
な
い
た
め
、
参
酌
割
合

で
あ
る
３
分
の
２
と
定
め
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
市
民
緑
地
に
つ
い
て
は
、
緑

地
保
全
・
緑
化
推
進
法
人
が
所
有
し
、
ま
た
は
無
償

で
借
り
受
け
て
い
る
土
地
に
設
置
・
管
理
さ
れ
る
も

の
が
対
象
と
な
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
諸

課
題
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
都
か
ら
、
航
空
機
墜

落
事
故
に
関
す
る
運
輸
安
全
委
員
会
事
故
調
査
報
告
書

の
説
明
を
受
け
、
三
鷹
市
、
府
中
市
、
調
布
市
は
、
都

に
対
し
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
速
や
か
に
協
議
を
進

め
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て
強
く
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
11
月
の
開
業
が
正
式
に
決
定
し
、
開
業
当
日
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
利
用
計

画
策
定
に
向
け
、
市
基
地
跡
地
留
保
地
利
用
計
画
検
討

協
議
会
委
員
の
選
考
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
公
募

に
よ
る
市
民
２
名
の
募
集
が
広
報
で
行
わ
れ
て
い
る
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

　
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
関
し
、「
ル
・
シ
ー
ニ
ュ
」

の
開
業
日
で
あ
る
平
成
29
年
７
月
14
日
か
ら
４
日
間
の

来
客
者
数
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
２
倍
以

上
の
約
14
万
３
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
仮
設
店
舗
解
体
及
び
原
状
回
復
工
事
に
係
る
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
組
合
で
は
、
京
王
電
鉄
株
式
会
社
か

ら
、
京
王
線
高
架
下
へ
の
監
督
員
の
資
格
を
有
す
る
者

を
配
置
で
き
る
会
社
を
指
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

組
合
発
注
工
事
の
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
清

水
建
設
株
式
会
社
と
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
30
年
の
夏
頃
に
、
事
業

計
画
の
変
更
及
び
組
合
の
解
散
の
た
め
の
総
会
を
開
催

し
、
都
に
解
散
認
可
の
申
請
を
行
う
予
定
で
あ
る
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
設
計
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
外
構
計
画
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
７
月
現
在
で
の
検
討
内
容

で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
こ
と
や
誰
も
が
快

適
に
通
行
で
き
る
こ
と
、
敷
地
内
に
お
け
る
利
用
者
の

安
全
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
三
つ
の
考
え
方
を
基
に
計

画
し
て
い
る
。

　
新
庁
舎
に
係
る
備
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
庁
舎
で
使

用
し
て
い
る
備
品
を
一
定
の
基
準
に
基
づ
く
ラ
ン
ク
分

け
を
行
っ
た
結
果
、
耐
用
年
数
を
大
幅
に
超
え
て
い
る

な
ど
ラ
ン
ク
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
全

て
新
規
に
購
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
定
価
ベ
ー
ス

で
総
額
９
億
円
か
ら
10
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。


